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１  受講資格 

  防火安全に関する知識、技術を習得したい方は、どなたでも受講できます。 

２  講習実施日及び実施場所 

  ポスター・パンフレットの講習日程表をご覧下さい。 

３  講習定員 

９０名 

４  講習実施時間 

  ８時３０分～１７時１０分（８時００分受付開始） 

５  講習内容 

  「都民の安全・安心」をより一層高めるために、火災安全工学をはじめ、火災避難シミュ 

レーションや実際の火災・事故事例を踏まえた講習で、業務に役立つ防火安全に関する幅広 

い知識、技術が習得できます。 

  講習は、専門課程の防火避難課程を１日、火気電気課程を１日、消防設備課程を１日、計

３日間で、各課程毎にテキスト等を使用して実施します。 

 講習科目等については、裏面を参照して下さい。 

 なお、講習修了者には修了した課程に応じて、裏面のとおり修了証が交付されます。 

６  受講方法 

  受講者は、専門課程の全課程、あるいはいずれか１課程又は２課程を選択して受講して下

さい。 

７  受講料（教材費・消費税を含む） 

講     習     課     程 受   講   料 合    計 

専
門
課
程 

防火避難課程（第１日目） １１,０００円 

３３，０００円 火気電気課程（第２日目） １１,０００円 

消防設備課程（第３日目） １１,０００円 

同一の講習実施回で全課程を受講する場合 ３０，０００円 

８  受講申請要領 

⑴ 申請方法 

  受講を希望する方は、講習実施日及び受講課程について、事前に電話等で予約番号 

をお取りになった後、受講申請書類を申請場所に郵送又は持参して下さい。 

各回実施の講習受付は申請締切日以前であっても、定員になり次第締切りますので、 

早めに申請して下さい。 

 なお、受講申請書等にご記入いただいた情報は、防火安全技術講習事業における名簿 

等の作成、講習修了者の修了証データの作成に使用するほか、関連するアフターサービ 

ス等に利用させていただく場合があります。 

⑵ 申請場所 

公益財団法人 東京防災救急協会 

〒101-0041 千代田区神田須田町１－３４－４ 神田グロウビル１階 

電 話 ０３（５２９５）２８０８  ＦＡＸ ０３（５２９５）３０８１ 

※受付初日は電話がつながりにくい場合がありますので、(代)０３（５２９５）３０８０

もご利用下さい。 

なお、講習に関することや空席状況等の電話による問い合わせ及び書類持参は、月曜日 



から金曜日（祝日は除く）までの９時００分から１７時００分の間、扱っております。 

⑶ 申請に必要な書類 

ア 防火安全技術講習受講申請書（別紙１） 

イ 写真貼付票、整理票、受講票、受講料振込確認票（別紙２） 

ウ 返信用封筒１通（長形３号定形縦２３.５ｃｍ×横１２ｃｍのもの） 

申請者の宛名を明記し、８０円切手を貼付し、申請書類と一緒に提出して下さい。 

エ 写真２枚（写真貼付票、整理票の写真貼付欄に貼付して下さい。）コピーは不可 

  写真は６か月以内に撮影したもので、枠なし縦３ｃｍ×横２．４ｃｍの大きさのもの。 

  無帽、無背景で正面からの上三分身とし、裏面に氏名、生年月日を記入して下さい。 

⑷ 申請書の書き方（記入例は別紙３参照） 

 ア 申請書はコンピューター管理の原本となりますので、楷書で正確に記入して下さい。 

 イ 申請書等を書く場合は、黒のボールペン又は青か黒のインクで記入して下さい。 

 ウ 申請書等の中の該当する所は○印で囲んで下さい。 

 エ 「氏名」と「生年月日」の欄は、戸籍上の氏名と生年月日を記入して下さい。 

 オ 「本籍」の欄は、都道府県名のみ記入して下さい。 

   なお、日本国籍以外の人は国籍を記入して下さい。 

 カ 「現住所」の欄は、下宿、アパート、マンションなどの場合は、必ず○○方又は室番 

  号まで記入して下さい。特に郵便番号の記入漏れがないようにして下さい。 

 キ 「勤務先」の欄は、会社名のほか、本社、支社、工場、営業所等の名称まで正確に記

入して下さい。特に郵便番号及び電話番号の記入漏れがないようにして下さい。 

 ク 「勤務先業種」の欄は、該当する番号を一つ（二つ以上該当する場合は、主な業務を

一つ）選んで○印で囲んでください。 

 ケ 「受講課程・年月日」の欄は、講習の開催実施回を記入し、希望する受講課程の番号

を○印で囲むとともに、右の欄に受講年月日を記入して下さい。 

 コ 「既得講習修了証」の欄は、過去に防火安全技術講習を受講し、既に修了証が交付さ 

  れている方のみ記入して下さい。 

    修了証番号、修了課程、修了年月日については、修了証に記載されている修了証番号、

修了年月日を記入して下さい。なお、修了課程欄については、既に修了した課程の番号

を○印で囲んで下さい。 

⑸ 受講料（テキスト代を含む）の振込み 

   受講申請書等の提出された書類を確認した後に、折り返し申請者宛に、受講票及び受講

料振込用紙を返送いたしますので、指定された金融機関に受講料（振込手数料は受講者負

担）を振り込みの上、同封の受講料振込確認票の振込控貼付欄に受講料の振込控を貼付し、

受講当日に受講票と一緒に受付に提出して下さい。テキストは講習会場にてお渡しします。 

   なお、既納の受講料は、理由の如何を問わず返金いたしません。 

９  受講上の留意事項 

 ⑴ 受付は、講習実施会場で午前８時００分から行います。 

 ⑵ 当日は、受講票と受講料振込確認票を受付に提出して下さい。 

 ⑶ 遅刻、早退をした場合は、原則として講習修了とは認められません。 

 ⑷ 筆記用具を持参して下さい。 

 ⑸ 会場には駐車場がありませんので、車、オートバイでの来場はご遠慮下さい。 



 

日  程 課    程 講習科目 時 間 

第１日 防火避難課程 

防火に関す目規定及び防火基準 2.0 

防 火 安 全 技 術 講 習 制 度 及 び 防 火 安 全 技 術 講 習 修 了 者 の 実 務 1.5 

火災安全工学概論及び避難安全に係る火災安全工学の理 

論に関する知識 
3.0 

第２日 火気電気課程 

火気使用設備等技術基準 2.0 

防火安全技術講習制 度及び 防火安全技術講習修 了者の 実務 1.5 

火災安全工学概論及び出火防止に係る火災安全工学の理 

論に関する知識 
3.0 

第３日 消防設備課程 

消防用設備等技術基準 2.0 

防火安全技術講習制 度及び 防火安全技術講習修 了者の 実務 1.5 

火災安全工学概論及び防火安全性能に係る火災安全工学 

の理論に関する知識 
3.0 

注）：各日とも、講習終了後、効果測定を行います。 

 
 
 

講 習 科 目 及 び 時 間 

防火安全技術講習修了者への修了証交付 

防火安全技術講習修了者（第一種） 

（防火安全技術者） 

防火安全技術講習修了者（第二種） 

 

 

 

①防火避難課程 

②火気電気課程 

＋＋＋＋    

＋＋＋＋    

③消防設備課程 

講講講講 
 
 
 
 
 
 
 

習習習習 
 
 
 
 
 
 
 

課課課課 
 
 
 
 
 
 
 

程程程程    

①から③全ての課程を修了した人 

講講講講 
 
 
 
 
 
 
 

習習習習 
 
 
 
 
 
 
 

課課課課 
 
 
 
 
 
 
 

程程程程    

①防火避難課程 

②火気電気課程 

③消防設備課程 

①から③のいづれか 1課程又は 
2課程を修了した人 

修 了 者 の 業 務 

① 各種届出内容の調査 

② 防火安全に関する助言 

③ 消防検査への立会い 

④ 優良防火対象物認定基準適合状況調査 

① 各専門課程に対応した各種届出内容の

調査業務が行えます。 

② 優良防火対象物認定基準適合状況調査 

（防火避難課程及び火気電気課程） 

東京都知事登録講習機関 

公益財団法人東京防災救急協会 
        http://www.tokyo-bousai.or.jp 


